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森
林
組
合
法
施
行
令
及
び
組
合
等
登
記
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
七
十
八
号

森
林
組
合
法
施
行
令
及
び
組
合
等
登
記
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
森
林
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
森
林

組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
、
第
八
十
八
条
の
五
第
一
項
、
第
八
十
八
条
の
九
、
第

百
八
条
の
七
、
第
百
八
条
の
十
一
、
第
百
八
条
の
十
五
及
び
第
百
八
条
の
十
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
森
林
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

森
林
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
八
号
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
、
第
百
十
五
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
並
び
に
第
百
十

六
条
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
、
第
百
十
五
条
第
一
項
」
を
「
又
は
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
又
は
第

百
十
六
条
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、第
十
四
条
を
第
二
十
条
と
し
、

第
十
三
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
出
資
連
合
会
の
吸
収
分
割
に
つ
い
て
民
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
十
六
条

法
第
百
八
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
民
法
第
三
百
九
十
八
条
の
十
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
分
割
を
す
る
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
森
林
組
合
法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
に

規
定
す
る
吸
収
分
割
連
合
会
」
と
、「
分
割
を
し
た
会
社
及
び
分
割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
又
は
当
該
分
割
を
し

た
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
会
社
か
ら
承
継
し
た
会
社
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
連
合
会
及
び
同
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
承
継
連
合
会
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
出
資
連
合
会
の
吸
収
分
割
に
つ
い
て
自
動
車
抵
当
法
等
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
準
用
さ
れ
る
民
法
の
読
替
え
）

第
十
七
条

法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
に
つ
い
て
の
自
動
車
抵
当
法
第
十
九
条
の
二
第
二

項
、
航
空
機
抵
当
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
建
設
機
械
抵
当
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
民
法
第
三
百
九
十
八
条
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
分
割
を
す
る
会

社
」
と
あ
る
の
は
「
森
林
組
合
法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
連
合
会
」
と
、「
分
割
を
し
た
会

社
及
び
分
割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
又
は
当
該
分
割
を
し
た
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の

全
部
又
は
一
部
を
当
該
会
社
か
ら
承
継
し
た
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
連
合
会
及
び
同

項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
承
継
連
合
会
」
と
す
る
。

（
組
合
等
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

組
合
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
中
第
二
十
四
項
を
第
二
十
五
項
と
し
、
第
二
十
三
項
を
第
二
十
四
項
と
し
、同
条
第
二
十
二
項
中「
第

十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
、「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条

第
二
十
一
項
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、同
条
第
二
十
項
中「
第

十
六
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第

十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八

項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
十
項
及
び
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
中
第
十
五
項
を
第
十
六
項
と
し
、
第
十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
森
林
組
合
又
は
森
林
組
合
連
合
会
の
吸
収
分
割
又
は
新
設
分
割
の

無
効
の
訴
え
に
係
る
請
求
を
認
容
す
る
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
森
林
組
合
法
施
行
令
第
九
条
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

法
務
大
臣

三
好

雅
子

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

（
新
設
分
割
に
つ
い
て
民
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
十
八
条

法
第
百
八
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
り
民
法
第
三
百
九
十
八
条
の
十
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
分
割
を
す
る
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
森
林
組
合
法
第
百
八
条
の
十
二
第
一
項

に
規
定
す
る
新
設
分
割
組
合
等
」
と
、「
分
割
を
し
た
会
社
及
び
分
割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
又
は
当
該
分
割
を

し
た
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
会
社
か
ら
承
継
し
た
会
社
」
と
あ

る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
新
設
分
割
組
合
等
及
び
同
法
第
百
八
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
分

割
設
立
連
合
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
分
割
に
つ
い
て
自
動
車
抵
当
法
等
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
準
用
さ
れ
る
民
法
の
読
替
え
）

第
十
九
条

法
第
百
八
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
分
割
に
つ
い
て
の
自
動
車
抵
当
法
第
十
九
条
の
二
第
二

項
、
航
空
機
抵
当
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
建
設
機
械
抵
当
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
民
法
第
三
百
九
十
八
条
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
分
割
を
す
る
会

社
」
と
あ
る
の
は
「
森
林
組
合
法
第
百
八
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
分
割
組
合
等
」
と
、「
分
割
を
し
た

会
社
及
び
分
割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
又
は
当
該
分
割
を
し
た
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務

の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
会
社
か
ら
承
継
し
た
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
新
設
分
割
組
合
等
及
び

同
法
第
百
八
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
分
割
設
立
連
合
会
」
と
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
九
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
九
十
八
条
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
し
、

第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
出
資
組
合
の
吸
収
分
割
に
つ
い
て
民
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
八
条

法
第
八
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
百
九
十
八

条
の
十
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
分
割
を
す
る
会
社
」
と
あ
る
の

は
「
森
林
組
合
法
第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
組
合
」
と
、「
分
割
を
し
た
会
社
及
び
分
割
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
又
は
当
該
分
割
を
し
た
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部

を
当
該
会
社
か
ら
承
継
し
た
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
組
合
及
び
同
項
に
規
定
す
る
吸

収
分
割
承
継
組
合
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
出
資
組
合
の
吸
収
分
割
に
つ
い
て
自
動
車
抵
当
法
等
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
準
用
さ
れ
る
民
法
の
読
替
え
）

第
九
条

法
第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
に
つ
い
て
の
自
動
車
抵
当
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
百
八
十
七
号
）
第
十
九
条
の
二
第
二
項
、
航
空
機
抵
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
十
二
条

の
二
第
二
項
及
び
建
設
機
械
抵
当
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
民
法
第
三
百
九
十
八
条
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
分
割
を
す

る
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
森
林
組
合
法
第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
組
合
」
と
、「
分
割
を
し

た
会
社
及
び
分
割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
又
は
当
該
分
割
を
し
た
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義

務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
会
社
か
ら
承
継
し
た
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
組
合
及
び

同
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
」
と
す
る
。
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